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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内部の所定の撮像対象の画像を取得する被検体内画像取得システムであって、
　被検体内の撮像対象中の異なる部分に対応した複数の部分画像データを取得する部分画
像取得手段と、
　前記部分画像データの撮像の際における前記部分画像取得手段の前記被検体内における
位置の導出に用いられる位置関連データを取得する位置関連データ取得手段と、
　前記位置関連データに基づき、複数の前記部分画像データを用いて撮像対象の全体像に
対応した全体画像データを生成する全体画像生成手段と、
　を備えたことを特徴とする被検体内画像取得システム。
【請求項２】
　前記部分画像取得手段および前記位置関連データ取得手段は、前記被検体内部に導入さ
れ、所定の無線信号を送信する被検体内導入装置に内蔵され、
　前記全体画像生成手段は、使用時に前記被検体の外部に配置され、前記被検体内導入装
置から送信される無線信号を受信する受信装置に内蔵されたことを特徴とする請求項１に
記載の被検体内画像取得システム。
【請求項３】
　前記被検体内導入装置は、
　前記部分画像データおよび前記位置関連データに基づき生成された全体画像生成用デー
タを生成するデータ合成手段と、



(2) JP 4598456 B2 2010.12.15

10

20

30

40

50

　前記データ合成手段によって生成された全体画像生成用データを含む無線信号を送信す
る送信手段と、
　をさらに備え、
　前記受信装置は、前記送信手段によって送信された無線信号に対して所定の受信処理を
行い、抽出した前記全体画像生成用データを前記全体画像生成手段に出力する受信回路を
さらに備えたことを特徴とする請求項２に記載の被検体内画像取得システム。
【請求項４】
　前記部分画像取得手段は、被検体内部における進行方向と垂直な方向に配列された複数
の光電変換機構を有するラインセンサを備えたことを特徴とする請求項１～３のいずれか
一つに記載の被検体内画像取得システム。
【請求項５】
　前記位置関連データ手段は、前記位置関連データとして少なくとも前記部分画像取得手
段の移動に関する加速度データを取得する加速度センサ手段を備えたことを特徴とする請
求項１～４のいずれか一つに記載の被検体内画像取得システム。
【請求項６】
　前記部分画像取得手段は、前記被検体内導入装置の移動速度に応じて前記部分画像デー
タの取得間隔を変化させることを特徴とする請求項１～５のいずれか一つに記載の被検体
内画像取得システム。
【請求項７】
　前記部分画像取得手段は、前記被検体内導入装置の移動方向が逆方向となる期間に駆動
を停止することを特徴とする請求項６に記載の被検体内画像取得システム。
【請求項８】
　被検体内に導入され、該被検体内を移動する被検体内導入装置であって、
　当該被検体内導入装置の被検体内における移動に伴い、前記被検体内の撮像対象中の異
なる部分に対応した複数の部分画像データを取得する部分画像取得手段と、
　前記部分画像データの撮像の際における前記部分画像取得手段の前記被検体内における
位置の導出に必要な位置関連データを取得する位置関連データ取得手段と、
　前記部分画像データおよび前記位置関連データに基づき、前記撮像対象の全体像に対応
した全体画像データの生成に用いられる全体画像生成用データを生成するデータ合成手段
と、
　前記全体画像生成用データを含む無線信号を送信する送信手段と、
　を備えたことを特徴とする被検体内導入装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体内部の撮像対象の画像を取得する被検体内画像取得システムおよび被
検体内部の撮像対象の画像の取得の際に使用される被検体内導入装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡の分野においては、飲込み型のカプセル型内視鏡が提案されている。この
カプセル型内視鏡には、撮像機構と無線通信機構とが設けられている。カプセル型内視鏡
は、観察（検査）のために被検体の口から飲込まれた後、自然排出されるまでの間、体腔
内、例えば胃、小腸などの臓器の内部をその蠕動運動に従って移動し、移動に伴い、例え
ば０．５秒間隔で被検体内画像の撮像を行う機能を有する。
【０００３】
　体腔内を移動する間、カプセル型内視鏡によって体内で撮像された画像データは、順次
無線通信により外部に送信され、外部に設けられたメモリに蓄積される。無線通信機能と
メモリ機能とを備えた受信機を携帯することにより、被検体は、カプセル型内視鏡を飲み
込んだ後、排出されるまでの間に渡って、自由に行動できる。カプセル型内視鏡が排出さ
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れた後、医者もしくは看護士においては、メモリに蓄積された画像データに基づいて臓器
の画像をディスプレイに表示させて診断を行うことができる（例えば、特許文献１参照。
）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１９１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来のカプセル型内視鏡システムでは、食道等のようにカプセル型内視
鏡が高速で移動する領域に関して、全体画像を撮像することが困難であるという課題を有
する。例えば、被検体が直立した状態を維持する場合には、食道は鉛直方向に延伸した状
態で口腔と胃とを接続しており、被検体に導入されたカプセル型内視鏡は、口腔を通過後
に自由落下と同様の状態で胃まで到達することとなる。食道の全長が３０ｃｍ程度である
ことに鑑みると、カプセル型内視鏡は１秒程度で食道を通過することとなり、０．５秒間
隔程度の撮像レートでは、通常の撮像機構を使用したのでは食道のごくわずかな領域に関
して撮像が可能であるに過ぎず、食道全体の画像データを取得することはきわめて困難で
ある。
【０００６】
　このため、従来のカプセル型内視鏡システムでは、例えば食道全体に関して画像データ
を取得するためには、例えば広い撮像視野を有する撮像機構を内蔵することが必要となる
。しかしながら、かかる構成を実現するためには複雑な光学系等を備える必要があり、カ
プセル型内視鏡が大型化する等の課題が新たに生じることとなり、妥当ではない。
【０００７】
　また、食道等の全体画像データを取得するために、撮像レートを高速化することも考え
られる。しかしながら、撮像レートを高速化した場合には、取得される画像データの量が
増加し、無線機構によって送信されるデータ量も増加する。従って、撮像レートを向上さ
せた場合には、処理すべきデータ量が増加し、カプセル型内視鏡の消費電力が増加すると
いう新たな課題が生じることとなり、かかる構成も妥当ではない。
【０００８】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、データ量の増加を抑制しつつ、簡易な
構成で被検体内部の所定の撮像対象の全体画像を取得することが可能なカプセル型内視鏡
等の被検体内導入装置および被検体内導入装置を用いた被検体内画像取得システムを実現
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、請求項１にかかる被検体内画像取得シ
ステムは、被検体内部の所定の撮像対象の画像を取得する被検体内画像取得システムであ
って、被検体内の撮像対象中の異なる部分に対応した複数の部分画像データを取得する部
分画像取得手段と、前記部分画像データの撮像の際における前記部分画像取得手段の前記
被検体内における位置の導出に用いられる位置関連データを取得する位置関連データ取得
手段と、前記位置関連データに基づき、複数の前記部分画像データを用いて撮像対象の全
体像に対応した全体画像データを生成する全体画像生成手段とを備えたことを特徴とする
。
【００１０】
　この請求項１の発明によれば、部分画像データを取得する部分画像取得手段と、部分画
像に対応した位置関連データを取得する位置関連データ取得手段とを備え、部分画像デー
タおよび位置関連データに基づき撮像対象の全体画像を取得する全体画像生成手段を備え
たこととしたため、部分画像取得手段を実現する撮像機構の画素数を低減することが可能
であり、簡易な構成のシステムを構築することが可能であるという利点を有する。
【００１１】
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　また、請求項２にかかる被検体内画像取得システムは、上記の発明において、前記部分
画像取得手段および前記位置関連データ取得手段は、前記被検体内部に導入され、所定の
無線信号を送信する被検体内導入装置に内蔵され、前記全体画像生成手段は、使用時に前
記被検体の外部に配置され、前記被検体内導入装置から送信される無線信号を受信する受
信装置に内蔵されたことを特徴とする。
【００１２】
　また、請求項３にかかる被検体内画像取得システムは、上記の発明において、前記被検
体内導入装置は、前記部分画像データおよび前記位置関連データに基づき生成された全体
画像生成用データを生成するデータ合成手段と、前記データ合成手段によって生成された
全体画像生成用データを含む無線信号を送信する送信手段とをさらに備え、前記受信装置
は、前記送信手段によって送信された無線信号に対して所定の受信処理を行い、抽出した
前記全体画像生成用データを前記全体画像生成手段に出力する受信回路をさらに備えたこ
とを特徴とする。
【００１３】
　また、請求項４にかかる被検体内画像取得システムは、上記の発明において、前記部分
画像取得手段は、被検体内部における進行方向と垂直な方向に配列された複数の光電変換
機構を有するラインセンサを備えたことを特徴とする。
【００１４】
　また、請求項５にかかる被検体内画像取得システムは、上記の発明において、前記位置
関連データ手段は、前記位置関連データとして少なくとも前記部分画像取得手段の移動に
関する加速度データを取得する加速度センサ手段を備えたことを特徴とする。
【００１５】
　また、請求項６にかかる被検体内画像取得システムは、上記の発明において、前記部分
画像取得手段は、前記被検体内導入装置の移動速度に応じて前記部分画像データの取得間
隔を変化させることを特徴とする。
【００１６】
　また、請求項７にかかる被検体内画像取得システムは、上記の発明において、前記部分
画像取得手段は、前記被検体内導入装置の移動方向が逆方向となる期間に駆動を停止する
ことを特徴とする。
【００１７】
　また、請求項８にかかる被検体内導入装置は、被検体内に導入され、該被検体内を移動
する被検体内導入装置であって、当該被検体内導入装置の被検体内における移動に伴い、
前記被検体内の撮像対象中の異なる部分に対応した複数の部分画像データを取得する部分
画像取得手段と、前記部分画像データの撮像の際における前記部分画像取得手段の前記被
検体内における位置の導出に必要な位置関連データを取得する位置関連データ取得手段と
、前記部分画像データおよび前記位置関連データに基づき、前記撮像対象の全体像に対応
した全体画像データの生成に用いられる全体画像生成用データを生成するデータ合成手段
と、前記全体画像生成用データを含む無線信号を送信する送信手段とを備えたことを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明にかかる被検体内画像取得システムおよび被検体内導入装置は、部分画像データ
を取得する部分画像取得手段と、部分画像に対応した位置関連データを取得する位置関連
データ取得手段とを備えたため、部分画像データおよび位置関連データに基づき撮像対象
の全体画像データを生成することが可能であると共に、部分画像取得手段を実現する撮像
機構の画素数を低減することが可能であり、簡易な構成のシステムを構築することが可能
であるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、この発明を実施するための最良の形態（以下、単に「実施の形態」と称する）で
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ある被検体内導入装置および被検体内画像取得システムについて説明する。なお、図面は
模式的なものであり、各部分の厚みと幅との関係、それぞれの部分の厚みの比率などは現
実のものとは異なることに留意すべきであり、図面の相互間においても互いの寸法の関係
や比率が異なる部分が含まれていることはもちろんである。
【００２０】
　図１は、本実施の形態にかかる被検体内画像取得システムの全体構成を示す模式図であ
る。図１に示すように、本実施の形態にかかる被検体内画像取得システムは、被検体１の
内部に導入されて通過経路に沿って移動するカプセル型内視鏡２と、カプセル型内視鏡２
から送信された、全体画像生成用データ（後述）を含む無線信号を受信し、全体画像生成
用データに基づき撮像対象全体の画像である全体画像データを生成する受信装置３と、受
信装置３によって生成された全体画像データ等を表示する表示装置４と、受信装置３と表
示装置４との間のデータの受け渡しを行うための携帯型記録媒体５とを備える。
【００２１】
　表示装置４は、受信装置３によって生成された、撮像対象全体の画像のデータである全
体画像データを表示するためのものであり、携帯型記録媒体５を介して入力されたデータ
に基づいて画像表示を行うワークステーション等のような構成を有する。具体的には、表
示装置４は、ＣＲＴディスプレイ、液晶ディスプレイ等によって直接画像等を表示する構
成としても良いし、プリンタ等のように、他の媒体に画像等を出力する構成としても良い
。
【００２２】
　携帯型記録媒体５は、受信装置３および表示装置４に対して着脱可能であって、両者に
対する装着時にデータの出力および記録が可能な構造を有する。具体的には、携帯型記録
媒体５は、カプセル型内視鏡２が被検体１の体腔内を移動している間は受信装置３に装着
されて被検体内画像を記憶する。そして、カプセル型内視鏡２が被検体１から排出された
後に、受信装置３から取り出されて表示装置４に装着され、記録したデータが表示装置４
によって読み出される構成を有する。受信装置３と表示装置４との間のデータの受け渡し
をコンパクトフラッシュ（登録商標）メモリ等の携帯型記録媒体５によって行うことで、
受信装置３と表示装置４との間が有線接続された場合と異なり、カプセル型内視鏡２が被
検体１内部を移動中であっても、被検体１が自由に行動することが可能となる。
【００２３】
　受信アンテナ６ａ～６ｈは、例えばループアンテナを用いて形成される。かかるループ
アンテナは、被検体１の体表面上の所定の位置に固定されると共に受信装置３と電気的に
接続された構成を有し、受信装置３によるカプセル型内視鏡２から送信される無線信号の
受信を可能としている。
【００２４】
　次に、カプセル型内視鏡２について説明する。図２は、カプセル型内視鏡２に備わる構
成要素間の関係を模式的に示すブロック図である。図２に示すように、カプセル型内視鏡
２は、部分画像を取得するための部分画像取得部８と、被検体１内部を移動する際のカプ
セル型内視鏡２の加速度データ等によって構成される位置関連データを検出する加速度セ
ンサ部９と、部分画像取得部８によって取得された部分画像データと、加速度センサ部９
によって検出された位置関連データとに基づき全体画像生成用データを生成するデータ合
成部１０とを備える。また、カプセル型内視鏡２は、データ合成部１０によって合成され
た全体画像生成用データを含む無線信号を被検体１外部に送信する送信部１１と、部分画
像取得部８、加速度センサ部９、データ合成部１０および送信部１１の駆動状態を制御す
る制御部１２と、カプセル型内視鏡２に備わる構成要素に対して駆動電力を供給する電力
供給部１３とを備える。
【００２５】
　部分画像取得部８は、被検体１内部における所定の撮像対象の一部領域に関する画像で
ある部分画像を取得するためのものである。具体的には、部分画像取得部８は、撮像手段
として機能するラインセンサ部１４と、ラインセンサ部１４の駆動状態を制御するセンサ
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駆動回路１５と、ラインセンサ部１４による部分画像の撮像時に照明光を出力するＬＥＤ
１６と、ＬＥＤ１６の駆動状態を制御するＬＥＤ駆動回路１７とを備える。なお、ライン
センサ部１４およびＬＥＤ１６の具体的構成については後に詳細に説明するため、ここで
は省略する。
【００２６】
　加速度センサ部９は、特許請求の範囲における位置関連データ取得手段の一例として機
能するものであり、部分画像取得時におけるカプセル型内視鏡の位置を導出する際に必要
となる位置関連データを検出するためのものである。本実施の形態では、位置関連データ
としてカプセル型内視鏡２の加速度に関するデータである加速度データおよび加速度デー
タが検出された時刻のデータである時刻データを位置関連データとして用いることとする
。加速度センサ９の具体的な構成としては、例えば小型ジャイロ等の加速度検出機構およ
び時刻検出機構を備え、検出した加速度データおよび時刻データを位置関連データとして
データ合成部１０および制御部１２に対して出力する機能を有する。
【００２７】
　データ合成部１０は、全体画像生成用データを生成するためのものである。具体的には
、データ合成部１０は、部分画像取得部８から入力される部分画像データと、加速度セン
サ９から入力される位置関連データとに基づき、全体画像生成用データを生成し、送信部
１１に対して出力する機能を有する。
【００２８】
　送信部１１は、データ合成部１０によって生成された全体画像生成用データを、必要な
処理を施した上で無線送信するためのものである。具体的には、送信部１１は、入力デー
タに対して変調処理等を施す送信回路１８と、送信回路１８から出力された無線信号を送
信するための送信アンテナ１９とを備える。
【００２９】
　制御部１２は、カプセル型内視鏡２に備わる部分画像取得部８等の駆動状態等を制御す
るためのものである。具体的には、制御部１２は、これらの構成要素に対して一般的な制
御を行う機能を有する他に、部分画像取得部８、加速度センサ部９およびデータ合成部１
０を互いに同期した状態で駆動させる機能を有する。
【００３０】
　また、制御部１２は、加速度センサ９から入力される位置関連情報に基づきカプセル型
内視鏡２の移動速度を導出する機能を有し、導出した移動速度に基づき部分画像取得部８
の駆動状態を制御する機能を有する。かかる機能の具体的な内容については、後に詳細に
説明する。
【００３１】
　次に、部分画像取得部８を構成するラインセンサ部１４およびＬＥＤ１６の具体的な構
成について説明する。図３は、カプセル型内視鏡２の外観を示す模式図であり、図４は、
図３におけるＡ－Ａ線に沿った断面図であり、図５は、図４におけるＢ－Ｂ線に沿った断
面図である。以下、これらの図面を用いてラインセンサ部１４等について説明する。
【００３２】
　図３に示すように、カプセル型内視鏡２の外形は、図２に示した各構成要素を内蔵する
ための外装ケース部材２１によって形成されている。外装ケース部材２１は生体適合性材
料等によって形成されているが、その一部において、光透過性を有する部材によって形成
された撮像窓２１ａを備えた構造を有する。撮像窓２１ａは、ラインセンサ部１４に対し
て外部からの光を入力するためのものであり、具体的には、外装ケース部材２１の長手方
向中心軸２１ｂに関して、軸周りに３６０°の視野を有するよう形成されている。
【００３３】
　そして、上述したラインセンサ部１４は、外装ケース部材２１の内部であって、かかる
撮像窓２１ａを介して入力された光が到達可能な位置に配置されている。具体的には、図
３のＡ－Ａ線断面図である図４に示すように、Ａ－Ａ線を含み、かつ長手方向中心軸２１
ｂと直交する面上に、ラインセンサ部１４ａ、１４ｂが配置されている。また、ラインセ
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ンサ部１４ａ、１４ｂの受光面に対して撮像窓２１ａを介して入力される光を結像するた
めに、カプセル型内視鏡２は、ラインセンサ部１４ａ、１４ｂと撮像窓２１ａとの間の領
域にそれぞれプリズム２２ａ、２２ｂを配置した構成を有する。
【００３４】
　ラインセンサ部１４ａ、１４ｂは、それぞれフォトダイオード等の複数の光電変換機構
が１次元アレイ状に配列された構成を有し、必要に応じて光電変換機構によって得られた
電気信号を出力する機構等を備える。ラインセンサ部１４ａ、１４ｂは、互いに向き合う
面と反対側に受光面を有し、かかる受光面において外部から入力された光を電気信号に変
換する機能を有する。ラインセンサ部１４ａ、１４ｂにおける光電変換処理によって取得
されたデータは、所定の回路（図示省略）によって合成され、撮像窓２１ａによって規定
される視野に対応した、長手方向中心軸２１ｂの軸周りの３６０°の範囲に対応した部分
画像データとしてデータ合成部１０に出力されることとなる。
【００３５】
　プリズム２２ａ、２２ｂは、撮像窓２１ａを介して入力された光をそれぞれラインセン
サ部１４ａ、１４ｂの受光面上に結像するためのものである。具体的には、プリズム２２
ａ、２２ｂは、撮像窓２１ａを通過した入力光に対して屈折および結像作用を施すことに
よって、被検体１内部の組織のうち、撮像窓２１ａに対して長手方向中心軸２１ｂと垂直
な方向の延長上に位置する領域の像を、ラインセンサ部１４ａ、１４ｂの受光面上に結像
する機能を有する。
【００３６】
　さらに、図４のＢ－Ｂ線に沿った断面構造について説明する。図５に示すように、プリ
ズム２２ａ、２２ｂは、ＬＥＤ１６から出力される照明光の導光路としても機能する。具
体的には、ラインセンサ部１４ａ、１４ｂ上にそれぞれ配置されたＬＥＤ１６ａ、１６ｂ
から出力される光は、近傍に配置された入射ミラー２４ａ、２４ｂにて反射されることに
よってプリズム２２ａ、２２ｂにそれぞれ入射する。また、プリズム２２ａ、２２ｂの上
面上および下面上には導光ミラー２５ａ～２５ｄがそれぞれ配置されており、プリズム２
２ａ、２２ｂに入射した照明光は、導光ミラー２５ａ～２５ｄにて反射されることによっ
て、プリズム２２ａ、２２ｂ中を伝搬し、最終的には撮像窓２１ａを介して外部に出力さ
れる。
【００３７】
　次に、カプセル型内視鏡２による部分画像の撮像動作について説明する。カプセル型内
視鏡２は、被検体１内部における移動に伴って、異なる部分に対応した部分画像データを
順次取得する機能を有する。図６は、撮像動作の一例として、食道を通過する際における
カプセル型内視鏡２の撮像動作を模式的に示すものであって、以下、図６を参照しつつカ
プセル型内視鏡２の動作について説明する。
【００３８】
　既に説明したように、カプセル型内視鏡２に備わるラインセンサ部１４ａ、１４ｂは、
撮像窓２１ａおよびプリズム２２ａ、２２ｂの作用により、カプセル型内視鏡２の進行方
向（長手方向中心軸２１ｂの延伸方向）に対して垂直な方向に位置する被検体内組織の像
を撮像する機能を有する。従って、時刻ｔ1において、カプセル型内視鏡２は、食道２７
の内壁のうち撮像窓２１ａに対して進行方向と垂直な方向に位置し、進行方向に対して撮
像窓２１ａと同等の幅を有する内周領域２８ａの像を部分画像データとして取得する。
【００３９】
　その後、カプセル型内視鏡２は、重力の作用等によって食道２７内を移動し、具体的に
は時刻ｔ2において、時刻ｔ1における位置Ｚ（ｔ1）と異なる位置Ｚ（ｔ2）に移動する。
従って、撮像窓２１ａに対してカプセル型内視鏡２の進行方向と垂直な方向に位置する領
域は、内周領域２８ａと異なる内周領域２８ｂとなり、ラインセンサ部１４ａ、１４ｂは
、内周領域２８ｂの像たる部分画像データを新たに取得する。以下、同様にしてカプセル
型内視鏡２の移動に伴い、異なる内周領域に対応した部分画像データが順次取得される。
【００４０】
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　一方、カプセル型内視鏡２は、部分画像の取得動作に伴い、異なる内周領域間の位置関
係に関連した位置関連データを取得する。具体的には、カプセル型内視鏡２に備わる加速
度センサ部９は、部分画像が取得される時刻におけるカプセル型内視鏡２の加速度を加速
度データとして検出する。同様に、加速度センサ９は、加速度データを検出した時刻（＝
部分画像データの取得時刻）ｔ1、ｔ2、・・・を時刻データとして検出し、加速度データ
と時刻データとに基づく位置関連データをデータ合成部１０および制御部１２に対して出
力する。
【００４１】
　以上のように、カプセル型内視鏡２は、被検体１内部、例えば食道２７を通過する際に
、撮像対象（図６の場合では食道２７）の一部領域（内周領域２８ａ、２８ｂ等）を撮像
することによって複数の部分画像を取得すると共に、部分画像間の位置関係を導出するた
めの位置関連データ（本実施の形態では、部分画像の撮像時における加速度および時刻に
関する情報）を取得する。そして、これらのデータに基づきデータ合成部１０は、全体画
像生成用データを生成し、全体画像生成用データを含む無線信号が送信部１１によって受
信装置３に対して送信されることとなる。
【００４２】
　図７は、データ合成部１０によって生成される全体画像生成用データの構成を示す模式
図である。図７において、横軸を時刻ｔ、縦軸を速度ｖとしたグラフは、カプセル型内視
鏡２の移動速度の時間変動の一例を示す模式的なグラフであり、かかるグラフに示す速度
変化に対応して、データ合成部１０は異なる態様の全体画像生成用データを生成すること
としている。なお、グラフの縦軸に示す速度ｖは、カプセル型内視鏡２の通常時における
移動方向を正としている。具体的には、口腔から食道、胃、小腸、大腸へと順次向かう方
向の速度を正とし、かかる方向と逆方向の速度を負としている。このことは、以下の説明
においても同様である。
【００４３】
　具体的には、データ合成部１０は、カプセル型内視鏡２の速度ｖが正の値の場合、すな
わちｔ≦ｔ3またはｔ4≦ｔの際には全体画像生成用データ３０ａを生成し、速度ｖが負の
値の場合、すなわちｔ3＜ｔ＜ｔ4の際には全体画像生成用データ３０ａと異なる構成を有
する全体画像生成用データ３０ｂを生成する。
【００４４】
　全体画像生成用データ３０ａは、部分画像データ３１および部分画像データ３１に対応
した位置関連データ３２とによって構成される。部分画像データ３１は、上述した内周領
域２８ａ、２８ｂ等のそれぞれに対応した画像データであって、位置関連データ３２は、
部分画像データ３１に対応した被撮像領域の位置を特定する際に使用されるデータである
。具体的には、位置関連データ３２は、対応する部分画像データ３１が撮像された時刻を
示す時刻データ３２ａと、かかる時刻におけるカプセル型内視鏡２の加速度の値を示す加
速度データ３２ｂとによって構成されている。
【００４５】
　一方、全体画像生成用データ３０ｂは、位置関連データ３３のみによって形成されてい
る。ｔ3＜ｔ＜ｔ4においてはカプセル型内視鏡２の速度が負の値となっていることから、
かかる時間帯では部分画像取得部８は部分画像を撮像することがないため、データ合成部
１０によって生成される全体画像生成用データ３０ｂに関しても、部分画像データが含ま
れることはない。なお、位置関連データ３３は、位置関連データ３２と同様に、時刻デー
タ３３ａおよび加速度データ３３ｂによって構成されている。
【００４６】
　次に、全体画像生成用データ３０ａ、３０ｂを含む無線信号を受信し、全体画像データ
を生成する受信装置３について説明する。図８は、受信装置３の構成を示す模式的なブロ
ック図である。
【００４７】
　図８に示すように、受信装置３は、複数存在する受信アンテナ６ａ～６ｈの中から無線
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信号の受信に適したものを選択するアンテナ選択部３５と、アンテナ選択部３５によって
選択された受信アンテナ６を介して受信された無線信号に対して、復調等の処理を行う受
信回路３６と、受信回路３６から出力された信号から全体画像生成用データを抽出するた
めの信号処理部３７とを備える。また、受信装置３は、信号処理部３７から入力された全
体画像生成用データに含まれる部分画像データと位置関連データとを分離して出力するデ
ータ分離部３８と、データ分離部３８から出力された位置関連データに基づき位置データ
を生成する位置データ生成部３９と、信号処理部３７から出力された部分画像データおよ
び位置データ生成部３９から出力された位置データとに基づき撮像対象の全体画像を生成
する全体画像生成部４０とを備える。さらに、受信装置３は、内部に備わる各構成要素の
駆動状態等を制御する制御部４１と、受信回路３６から出力される受信強度信号をＡ／Ｄ
変換して制御部４１に出力するＡ／Ｄ変換部４２と、全体画像生成部４０によって生成さ
れた全体画像データを記憶するための記憶部４３と、各構成要素の駆動電力を供給する電
力供給部４４とを備える。
【００４８】
　アンテナ選択部３５は、複数備わる受信アンテナ６ａ～６ｈの中から無線信号の受信に
適したアンテナを選択するためのものである。具体的には、アンテナ選択部３５は、制御
部４１の制御に基づいて所定の受信アンテナ６を選択し、選択した受信アンテナ６を介し
て受信された無線信号を受信回路３６に対して出力する機能を有する。
【００４９】
　受信回路３６は、選択された受信アンテナ６を介して受信された無線信号に対して、復
調等の所定の処理を行う機能を有する。また、受信回路３６は、受信した無線信号の強度
に対応したアナログ信号をＡ／Ｄ変換部４２に対して出力する機能を有する。
【００５０】
　信号処理部３７は、受信回路３６によって所定の処理が施された信号の中から所定のデ
ータを抽出する機能を有する。具体的には、信号処理部３７は、受信回路３６から出力さ
れた信号の中から、カプセル型内視鏡２に備わるデータ合成部１０によって生成された全
体画像生成用データを抽出する機能を有する。
【００５１】
　データ分離部３８は、信号処理部３７から出力された全体画像生成用データに含まれる
部分画像データと位置関連データとを分離する機能を有する。データ分離部３８によって
分離された部分画像データは全体画像生成部４０に出力され、位置関連データは位置デー
タ生成部３９に出力される。
【００５２】
　位置データ生成部３９は、位置関連データに基づき対応する部分画像データの撮像が行
われた際のカプセル型内視鏡２の位置、より正確にはカプセル型内視鏡２に備わる部分画
像取得部８の位置を示す情報として位置データを生成する機能を有する。本実施の形態の
場合には位置関連データとして加速度データおよび時刻データが与えられるため、位置デ
ータ生成部３９は、例えば加速度データに関して時間積分処理を２回行うことによって部
分画像データ取得時における部分画像取得部８の位置を導出し、位置データとして全体画
像生成部４０に対して出力する。なお、加速度データの時間積分を行う場合には、部分画
像取得部８によって部分画像が取得されなかった時刻に関する加速度データも使用するこ
とによって、より正確な位置データを生成することとしている。
【００５３】
　制御部４１は、各構成要素に対する一般的な制御を行う他、アンテナ選択部３５による
アンテナ選択動作を含む全体的な制御を行うためのものである。具体的には、制御部４１
は、全体画像生成部４０によって取得された全体画像データを記憶部４３に転送して記憶
させると共に、Ａ／Ｄ変換部４２から出力された、受信強度に対応したディジタル信号（
例えば、ＲＳＳＩ(Received Signal Strength Indicator  :受信信号強度表示信号)）に
基づいて、使用する受信アンテナ６を決定し、アンテナ選択部３５に対して指示する機能
を有する。
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【００５４】
　記憶部４３は、全体画像生成部４０によって生成された全体画像データを記憶するため
のものである。記憶部４３の具体的構成としては、メモリ等を備えることによって記憶部
４３自体がデータを記憶することとしても良いが、本実施の形態では、記憶部４３は、携
帯型記録媒体５に対してデータを書き込む機能を有することとする。
【００５５】
　次に、全体画像生成部４０および全体画像生成部４０によって生成される全体画像デー
タについて説明する。全体画像生成部４０は、部分画像データと、部分画像データに対応
した位置関連データ（正確には、位置関連データに基づき生成された位置データ）とに基
づき、撮像対象の全体画像を生成するためのものである。具体的には、全体画像生成部４
０は、所定の画像空間上に位置データに記述された撮像位置に対応して複数の部分画像デ
ータを配列することによって、全体画像データを生成する機能を有する。
【００５６】
　ここで、生成される全体画像データの内容としては、単に複数の部分画像を位置関係に
応じて配列したものとしても良い。しかしながら、本実施の形態では、所定の画像処理を
施すことによって、医師等の診断を簡易に行えるよう工夫がなされている。
【００５７】
　図９は、全体画像データの生成に先立って全体画像生成部４０によって画像処理が施さ
れた部分画像データ４６について示す模式図である。図９に示すように、部分画像データ
４６は、対応する内周領域２８の各部分における明度を示すデータ構成を有する。すなわ
ち、部分画像データ４６は、所定の基準軸Ｘに対する角度θによって内周領域２８の各部
分の位置を表現し、原点Ｏからの距離ｒに応じて各部分の明度を表現した内容によって構
成されている。なお、距離ｒは、例えば各部分の明度の逆数によって定義されており、距
離ｒの値が大きくなることは明度が低下することを意味する。
【００５８】
　このように、全体画像生成部４０は、全体画像データを生成する前に、所定の画像処理
を行うことによって部分画像データ４６を生成している。そして、全体画像生成部４０は
、対応する位置データに応じて複数の部分画像データ４６を所定の画像空間上に配列する
ことによって全体画像データを生成する。
【００５９】
　図１０は、全体画像生成部４０によって生成された全体画像データ４７の構成を示す模
式図である。図１０に示すように、全体画像データ４７は、カプセル型内視鏡２の進行方
向に対応したｚ軸を基準として、複数の部分画像データ４６が配列された構成を有する。
より具体的には、配列される部分画像データ４６は、それぞれｚ軸上の所定の点を原点と
した状態で配置され、複数の部分画像データ４６の配列順は、撮像時におけるラインセン
サ部１４の被検体１内部における位置に対応して定められている。なお、図１０の例では
、位置データを部分画像データ４６の配列順の決定にのみ用いることとし、部分画像デー
タ４６を連続的に配列しているが、例えば、位置データによって導出される隣接部分画像
データ間の距離に応じた間隔をあけた状態で部分画像データ４６を配列することとしても
良い。
【００６０】
　全体画像データ４７を図１０に示すように構成することによって、撮像対象（例えば、
食道２７）の全体像が生成されることとなる。そして、かかる全体画像データ４７は、記
憶部４３を介して携帯型記録媒体５に出力され、携帯型記録媒体５を介して表示装置４に
出力され、表示装置４の画面上に図１０に示す態様で表示されることによって、医師の診
断等に用いられる。
【００６１】
　次に、本実施の形態にかかる被検体内画像取得システムの利点について説明する。まず
、本実施の形態にかかる被検体内画像取得システムは、部分画像取得部８によって取得し
た部分画像と、部分画像に対応した位置関連データとに基づいて全体画像を生成する構成
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を有する。従って、広い範囲に渡って存在する撮像対象全体の画像であっても、狭い撮像
視野を有する撮像手段を用いた画像データを取得することが可能であるという利点を有す
る。すなわち、本実施の形態では、部分画像データのみならず対応する位置関連データを
取得する構成を採用したため、複数の部分画像データ間の位置関係を把握することが可能
となり、複数の部分画像データを用いて全体画像データを生成することが可能である。従
って、広い範囲を撮像する場合であっても、広い撮像視野を有する撮像手段を備える必要
が無く、低コストの被検体内画像取得システムを実現することが可能である。
【００６２】
　具体的には、撮像手段として一次元行列状に配列した光電変換機構を備えたラインセン
サ部１４を備えることによって、広い範囲に関する被検体内画像を取得することが可能で
ある。そして、従って、本実施の形態にかかる被検体内画像取得システムは、従来の２次
元行列状に多数の光電変換機構を備えた撮像手段を備える必要が無く、撮像手段の小型化
、製造コストの低減が可能であるという利点を有することとなる。
【００６３】
　また、本実施の形態においてカプセル型内視鏡２は、重力または消化器官における蠕動
運動等の外力の作用によって被検体１内を移動する特性を有する。このため、部分画像取
得部８は、所定の時間間隔で複数回撮像動作を行うことにより、撮像対象の異なる部分に
関する部分画像を取得することが可能であり、異なる部分を撮像するために部分画像取得
部８の視野を変化させる機構や、カプセル型内視鏡２の位置を変化させるための移動機構
等を備える必要がない。従って、本実施の形態のようにカプセル型内視鏡２を用いて被検
体内画像取得システムを構成することとした場合には、移動機構等を備えない簡易な構成
によって被検体内画像取得システムを構成することが可能であるという利点を有する。
【００６４】
　また、本実施の形態にかかる被検体内画像取得システムは、取得する画像のデータ量の
増加を抑制しつつ、撮像対象の全体画像を取得することが可能という利点を有する。従来
のカプセル型内視鏡システムの問題点として、消費電力の増加を抑制するために撮像レー
トが制限され、撮像対象の全体像を取得することが困難であることが挙げられていた。こ
れに対して、本実施の形態にかかる被検体内画像取得システムでは、例えば撮像間隔を調
整することによって全体画像データの形成に用いられる部分画像データの数を変化させる
ことが可能であり、部分画像データの数を変化させることによって、カプセル型内視鏡２
から送信されるデータ量を調整することが可能であり、消費電力の抑制に充分な程度まで
部分画像データの数を低減することが可能である。一方で、部分画像データの数を低減し
ても、若干の解像度の低下は生じるものの全体画像データの生成は可能であることから、
本実施の形態にかかる被検体内画像取得システムは、消費電力の低減という条件を満たし
つつ、撮像対象の全体画像を取得することが可能であるという利点を有することとなる。
【００６５】
　さらに、本実施の形態にかかる被検体内画像取得システムは、被検体１内部におけるカ
プセル型内視鏡２の移動速度に応じて部分画像取得部８の駆動状態を制御する構成を採用
したため、無駄な部分画像の取得を防止できるという利点を有する。具体的には、本実施
の形態にかかる被検体内画像取得システムは、上述したようにカプセル型内視鏡２の移動
速度が負の値となった際に制御部１２によって部分画像取得部８の駆動を停止する機能を
有する。移動速度が負の値になるということは、カプセル型内視鏡２が既に部分画像を取
得した領域に再び戻ることを意味するため、全体画像を生成する観点からは、かかる場合
に部分画像を撮像する意義に乏しいこととなる。従って、本実施の形態では移動速度が負
の値となった場合には部分画像の撮像を停止して無駄な部分画像の取得を防止する他、部
分画像取得部８の消費電力を低減すると共に、送信するデータ量を低減することによって
送信部１１の消費電力を低減する等の利点が存在する。なお、かかる利点を享受する観点
からは、移動速度が負の値となった場合のみならず、例えば移動速度に応じて撮像レート
を変更することとしても良い。
【００６６】
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　また、本実施の形態にかかる被検体内画像取得システムは、全体画像生成部４０が各部
分の明度に対応した三次元画像を全体画像データとして生成することとしている。例えば
、撮像対象内に腫瘍等の異物が存在する場合には、一般に他の部分と比較して異なる明度
で撮像されるのが通常である。従って、全体画像データとして各部分の明度を表示する構
成を採用することによって、医師等による診断が容易となる全体画像データを生成する被
検体内画像取得システムを構成することが可能であるという利点を有する。
【００６７】
　以上、実施の形態に基づき本発明を説明したが、本発明は上記の実施の形態に限定して
解釈する必要はなく、当業者であれば様々な実施例、変形例等に想到することが可能であ
る。例えば、本実施の形態では、位置関連データを加速度データおよび時刻データによっ
て構成することとしたが、かかる構成に限定して解釈する必要はなく、速度データおよび
時刻データによって構成することとしても良い。また、位置関連データは、撮像時におけ
るカプセル型内視鏡２の位置に関する情報そのものによって構成することとしても良く、
例えば、カプセル型内視鏡２の位置検出機構を別途備えることによって、位置関連データ
としてカプセル型内視鏡２の位置情報そのものを用いることとしても良い。さらには、簡
易な構成として、位置関連データを時刻データのみによって構成することとしても良い。
部分画像データの撮像時刻のみを位置関連データとして取得した場合であっても、部分画
像データの配列順は明らかであり、全体画像データの生成は可能であるためである。
【００６８】
　さらに、本実施の形態においては、図７にも示したようにデータ合成部１０によって部
分画像データと位置関連データとを一体化した全体画像生成用データを生成することとし
ているが、カプセル型内視鏡２において全体画像精製用データを生成する構成に限定して
解釈する必要はない。すなわち、上記の説明からも明らかなように、全体画像生成部４０
による全体画像データの生成の際には、個々の部分画像データと、部分画像データに対応
する位置データとが明らかであれば全体画像データの生成が可能である。従って、例えば
部分画像データおよび位置関連データのヘッダ部分に識別符号を付すこととし、対応する
部分画像データと位置関連データに関しては共通の識別符号を割り当てた状態でそれぞれ
のデータを別個独立に送信することとしても良い。かかる構成でも受信装置側で対応関係
を把握することが可能であり、全体画像データの生成が可能である。
【００６９】
　また、本実施の形態においては、カプセル型内視鏡２と受信装置３等によって構成され
た被検体内画像取得システムに関して説明したが、被検体内画像取得システムの物理的構
成としてかかる態様に限定する必要はなく、例えば、特開２００４－１８８２１７号公報
に記載された内視鏡において、挿入部先端に部分画像取得部を配置し、操作部内に全体画
像生成部を配置した構成としても良い。すなわち、本発明の最低限の構成要素としては部
分画像を撮像する機構と、部分画像の撮像時における撮像機構の位置に関連した位置関連
データと部分画像データとを対応させる関連づけ手段とを備え、さらに好ましくは部分画
像データおよび位置関連データとに基づき全体画像を生成する手段とを備えれば良く、例
えば部分画像データ等の伝達態様等については、無線伝送でも有線伝送でも良く、物理的
には単一の装置によって被検体内画像取得システムを構成することとしても良い。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】実施の形態にかかる被検体内画像取得システムの全体構成を示す模式図である。
【図２】被検体内画像取得システムに備わるカプセル型内視鏡の内部構成を示す模式的な
ブロック図である。
【図３】カプセル型内視鏡の外観を示す模式図である。
【図４】図３のＡ－Ａ線断面図である。
【図５】図４のＢ－Ｂ線断面図である。
【図６】カプセル型内視鏡による部分画像データの取得動作を説明するための模式図であ
る。
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【図７】全体画像生成用データの内容を示す模式図である。
【図８】受信装置の内部構成を示す模式的なブロック図である。
【図９】部分画像データの内容を示す模式図である。
【図１０】全体画像データの内容を示す模式図である。
【符号の説明】
【００７１】
　１　被検体
　２　カプセル型内視鏡
　３　受信装置
　４　表示装置
　５　携帯型記録媒体
　６ａ～６ｈ　受信アンテナ
　８　部分画像取得部
　９　加速度センサ部
　１０　データ合成部
　１１　送信部
　１２　制御部
　１３　電力供給部
　１４、１４ａ、１４ｂ　ラインセンサ部
　１５　センサ駆動回路
　１６、１６ａ、１６ｂ　ＬＥＤ
　１７　ＬＥＤ駆動回路
　１８　送信回路
　１９　送信アンテナ
　２１　外装ケース部材
　２１ａ　撮像窓
　２２ａ、２２ｂ　プリズム
　２４ａ、２４ｂ　入射ミラー
　２５ａ～２５ｄ　導光ミラー
　２７　食道
　２８ａ、２８ｂ　内周領域
　３０ａ、３０ｂ　全体画像生成用データ
　３１　部分画像データ
　３２　位置関連データ
　３２ａ　時刻データ
　３２ｂ　加速度データ
　３３　位置関連データ
　３３ａ　時刻データ
　３３ｂ　加速度データ
　３５　アンテナ選択部
　３６　受信回路
　３７　信号処理部
　３８　データ分離部
　３９　位置データ生成部
　４０　全体画像生成部
　４１　制御部
　４２　Ａ／Ｄ変換部
　４３　記憶部
　４４　電力供給部
　４６　部分画像データ
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　４７　全体画像データ

【図１】 【図２】

【図３】
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